
【別紙様式２】              

平成２０年度 県立美浦養護学校（特別支援学校）自己評価表 

                                                                                                                             

№ １  

目指

す学

校像 

◆児童生徒一人一人の心身の発達，障害に応じた適切な教育活動を行い，もっている可能性を最大限に伸ばし社会の中でこころ豊かにたくましく

生きる力を育成する。 

  ○一人一人が安心して生き生きと楽しく学べる学校     ○健康で安全に学校生活ができ，清潔で整備された学校 

  ○保護者，地域から信頼される開かれた学校 

             

 

                      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

      

    

昨年度の成果と課題 

 

重 点 項 目 

 

重  点  目  標 

達成状

況 

 

○「個別の指導計画」と通知票

の一本化を実現することができ

た。 

活用と評価の在り方が今後の課

題である。 

 

○「個別の教育支援計画」の作

成を実施した。関係諸機関と連

携し，活用していくことが今後

の課題である。 

 

○危機管理マニュアルの見直し

を行い，「安全管理マニュアル」

としてまとめた。更に活用し，

見直しをしていくとともに危機

管理意識を高めたい。 

 

○地域支援センター室を設置し

た。センター室の整備と活用に

ついては，今後の課題である。

地域の支援要請を受け，様々な

相談・支援に対応することがで

きた。「地域支援マップ」の作

１学校分掌組織の改善充実を図り，効 

率化を推進する。 

①会議の精選，効率化，スリム化を図る。 

②組織化した分掌体制による業務遂行と責任の明確化を図る。 

  

 Ａ 

 

２安心・安全な学校の体制づくりをす 

る。 

 

①児童生徒及び教職員の事故防止と安全対策を講じる。 

②医療的ケアを要する児童生徒に対する安全なケアの実施と事故防止

に努める。 

③言語環境や環境美化等の教育環境の整備に努める。 

④学校危機管理マニュアルの活用を図り，安全安心な学校づくりをす

る。 

 

 

 

 Ａ 

 

３児童生徒一人一人の教育的ニーズ

に応じた教育的支援を推進する。 

 

①「個別の教育支援計画」の活用を図り，教育的支援を推進する。      

②「個別の指導計画」の作成及び通知票と一体化した適正な評価を実施

する。             

③児童生徒一人一人のニーズに応じた自立活動を推進する。 

④障害の多様化，重度重複化に対応した効果的な指導法の研究と教育課

程を検討する。 

 

 

 

 Ａ 

 

４児童生徒の一人一人の能力や特性

等に応じた進路指導を推進する。 

 

 

①保護者及び福祉・労働等の関係機関と連携した進路指導に努める。 

②学部間の系統性を踏まえた計画的・段階的な進路指導を推進する。 

③「個別の移行支援計画」の活用と実施を進める。 

④作業学習や現場実習等の充実に努める。 

 

 

 Ａ 

 

５地域における特別支援教育のセン

ター的機能を一層推進する。 

 

①地域支援センターの整備と活用等を図り，校内支援体制を一層充実さ

せる。 

 

 

 Ａ 



成，「地域連携だより」を発行

した。情報の更新を図っていく

ことが課題である。 

 

○各地区ごとにＰＴＡ地区活動

が活発に展開された。地区ごと

に行政との連携も活発化してい

る。更に深めていくことが課題

である。 

スクールサポーター制度を立ち

上げることができた。広報活動

を継続しながら，教育活動等に

積極的に活用していくことが課

題である。 

 

○高等部では，これまで実施し

ていた部活動に文化部を加え

た。また，中学部では新たに課

外活動を開始することができ

た。さらに充実発展させていく

ことが課題である。 

 

 

 

②関係諸機関との連携を密にしたネットワークづくりに努める。 

③地域の障害のある乳幼児・児童生徒等に対する相談・支援を一層推進

する。 

④教材教具の貸し出し及び教育情報の発信を積極的に進める。 

 

６児童生徒の地域における豊かな生

活づくりを積極的に支援する。 

 

①保護者・学校・地域間の連携及びＰＴＡ活動を積極的に推進する。 

②地域で生きる，地域で育つための「交流及び共同学習」を一層推進す

る。 

 

 Ａ 

 

 

７地域に開かれた学校づくりを推進

する。 

 

①スクールサポーター制度の充実を図り，教育活動等に積極的に活用す  

る。 

②学校自己評価・外部評価を活かした学校運営等の改善を進める。 

 

 Ａ 

 

８児童生徒の体力づくり等を推進し

健康の維持増進を図るとともに，余暇 

活動の充実に努める。 

 

 

①学部，学年等の実態に応じた体力づくりに努める。 

②将来を見据えたスポーツ活動や文化活動等の部活動を積極的に推進

する。 

③「食」に関する指導を研究・実践する。 

 

 

 Ａ 

評価

項目 

    

 具体的目標 

                          

具 体 的 方 策 

  

評価 

次年度（学期）への主

な課題 

 

教務 

 

学校組織の充実を図り，

効率化を推進する。 

 

会議等効率的な運営をする。                                              ① 

 

Ａ 

 

Ａ 

・会議を開く回数は

必然的に増えている

ので，より一層の効

率化が必要。 

 

議題を明確化し，会議の時間短縮を図る。                                ①② 

 

Ａ 

 



 

地域

連携

支援 

 

地域支援センターの整備

と活用等を図り，支援体

制を一層充実する。 

 

地域支援センター「支援・教育相談案内」リーフレットを作成し，配付する。（４月末）                                     

①② 

地域支援センター活動案内をホームページに掲載する。                    ①② 

 

「地域特別支援教育研修会」の開催（８月・１２月）                       ①② 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

 

 

Ａ 

・配付先の検討を行

う。 

・内容のわかりやす

さ，正確さ，読みや

すさ，読み手のこと

を考えた構成などを

考えて掲載する。 

・アンケート等を基

に，より地域のため

になる研修の内容を

検討する。 

 

・より効率的で，効

果的な本会議の運営

の仕方について検討

する。 

・幼稚園，高等学校

のコーディネーター

が加わった時の本会

議の運営の仕方を検

討する。 

 

・要請内容について

どこまで対応してい

くか吟味する。 

 

 

・「地域連携だより」，

「相談・支援機関案

内マップ」の必要性

及び有効活用につい

て検討する。 

 

・現在ある図書，新

しく入ってきた教

 

関係諸機関との連携を密

にしたネットワークづく 

りに努める。 

 

「地域特別支援教育コーディネーター会議 」を開催する。（８月）            ②       

 

Ａ 

 

地域の障害のある乳幼

児・児童生徒等に対する

相談・支援を一層推進す

る。 

 

要請者が納得のいく誠意ある対応を心がけ，実践する。             ③ 

 

Ａ 

 

教育情報の発信を積極的

に進める。 

 

 

「地域連携だより」を 発刊し，ホームページに掲載する。（１０月，３月）  ②④ 

 

改訂版「相談・支援機関案内マップ」の発刊 （７月）                     ②④ 

 

Ａ 

 

Ｂ 

 

教材教具・図書・検査器

 

特別支援教育関連図書の追加補充                                        ① 

 

Ｂ 



具の貸し出しを積極的に

進める。 

材，検査器具等を整

理し，使い方も含め

校内，校外への周知

の仕方，活用の仕方

を検討する。 

 

渉外 

 

 

 

 

地域との連携を図り，児

童生徒の休日や長期休業

の過ごし方を支援する。 

ＰＴＡ活動の推進や，連

絡調整を行い，活発な活

動ができるようにする。 

 

スクールサポーター制度の推進と活用を図る。                               ① 

 

Ｂ 

 

 

Ｂ 

スク－ルサポ－タ－

制度を立ち上げ２年

目を迎えたが，地区

活動への支援者が増

えなかった。また，

すでに登録してくだ

さっているサポ－タ

－を活用することが

できなかったので，

来年度は積極的に活

用したい。 

また，地域のボラン

ティア団体との連携

については，地区に

よって偏りがあるの

で改善に努める 

 

地域の諸機関，ボランティア団体との連携を深める。                       ①② 

 

Ｂ 

 

保護者と学校との連携を図り，ＰＴＡ活動への支援をする。                   ① 

  

Ｂ 

 

研究

研修 

 

各研修の連絡調整を行い

活発で充実した研修がで

きるような体制づくりに

努める。 

児童生徒一人一人の教育

的ニーズに対応した効果

的な指導法について実践

的な研修を深める。 

 

学部テーマに基づいた学部研修の計画と推進に努める。                     ③④ 

 

Ａ 

Ｂ 

・各学部、学年とも

それぞれの研究課題

を設定したことで

日々の実践とのつな

がりを持たせた研修

ができ良かった。ま

た学部の計画であっ

ても内容によって全

体研修会の計画で行

った。次年度も継続

 

「個別の指導計画」の活用を図り，より個に応じた指導の充実に努める。     ①② 

 

Ｂ 



 

障害の多様化・重度重複化に対応した効果的な指導法についての研修を深める。③④ 

 

Ｂ 

したい。 

・目標設定、実践、

評価が一体化した個

別の指導計画を作成

した。課題の設定や

評価のあり方、内容

については引き続き

検討を重ねる必要が

ある。 

・各学部とも教育課

程や指導内容につい

ての検討を重ね実態

に合わせた指導に努

めているが、適切な

職員数で指導体制が

とれないこともあり

難しいところであ

る。肢体不自由児童

生徒の指導について

はＯＴ．ＰＴなど外

部講師の助を積極的

に受けるようにし

た。また「自立活動」

についての研修も始

めた。継続したい。 

・マルチメデイアの

よりいっそうの活用

に向けての研修をさ

らに継続したい。 

 

 

 

研修のまとめとして，実践報告集を作成し，実践の積み上げを図る。           ④ 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

授業の中でパソコンヤ，ネットワークを使えるようにするための研修を推進する。④ 

 

 

 

Ａ 

 

生徒

指導 

 

安全・安心な学校の体制

づくりを推進し，児童生

徒の安全確保に努める。 

 

 

 

スクールバス運行時の交通安全対策に努める。                               ① 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

Ａ 

号車担当が，バスの

乗務員と積極的に日

ごろの情報交換を行

ったことで，諸問題

を把握し，対処する

ことができた。来年



 

 

 

度も継続したい。 

 

登下校時における交通安全対策に努める。 

                                                      ①③ 

 

 

Ａ 

登校時，バスが駐車

場に入ってくる時や

バスがバックする時

などの安全確認を必

ず行うようにした。

（係 2 人で）来年度

も継続したい。 

 

児童生徒の緊急捜索体制の確立に努める。                                  ④ 

 

 

Ａ 

昨年度見直しを行

い，その体制に合わ

せて職員による練習

を行った。特に問題

もなくスムーズに訓

練が実施できた。 

 

不審者に対する緊急対応体制の充実を図る。（不審者対応訓練の実施）        ① 

 

 

Ｂ 

防犯訓練では，職員

対象にマニュアルに

沿って実施した。次

年度は，児童生徒の

避難等も視野に入れ

た訓練を実施しては

どうか。 

 

特別活動の計画・運営・指導の充実を図る。                               ③ 

 

 

 

Ａ 

部活動や児童生徒会

選挙などの行事運営

を考慮すると、担当

人数の増員をお願い

したい。（小２名、

中 2 名、高３名が理

想である） 

 

 

進路

指導 

 

一人一人の児童生徒の実

態に応じた進路指導を推

進する。 

 

 

将来を展望した家庭及び福祉・労働等の諸機関との連携の在り方を探る。       ①④ 

 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

卒業後の移行をスム

ーズに行えるよう、

関係諸機関と連携す

ることができた。今

後も個別移行支援計

画になどを活かしな

 

学部間の系統性を踏まえた計画的・段階的な進路指導を推進する。             ② 

 

 

Ｂ 



 

高等部においての「個別移行支援計画」の作成と改善に努める。               ③ 

 

 

Ａ 

がら継続して密な連

携をしていきたい。 

 

保健

指導 

 

 

児童生徒の健康の保持・

増進を図るとともに「食」

に関する指導の実践を図

る。 

 

事故のないように安全な環境づくりに努めるとともに，緊急時の対応についての周知を

図り，ヒヤリハット等の蓄積等を通して，重大な事故を防ぐようにする。      ①② 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

Ａ 

職員間の共通理解を

図りながら、緊急時

の対応マニュアルに

沿った安全な対応が

できるよう心がけて

きた。 

 

食に関する年計を作

成し，栄養士との連

携した授業もおこな

った。 

 

 

食に関する指導の年間計画を作り，栄養士及び担任による食に関する指導の推進を図る。 

                                                                      ③                                                                                 

 

 

Ａ 

 

事務 

 

地球温暖化対策として，

学校運営でも環境保全に

取り組む。 

 

電気料等の高熱水費の削減，印刷物及びコピー枚数の削減，物品調達に関してはグリー

ン購入法適合商品・エコマーク商品等に努める。               ②                   

 

Ａ 

 

Ａ 

来年度は，電気使用

量を監視するためデ

マンドコントローラ

を設置し，より一層

の削減に努める。 

 

小学

部 

 

集団生活やいろいろな生

活体験をとおして，社会

参加の基礎となる様々な

力を育てる。 

一人一人の児童がもつ能

力や可能性を伸ばし，健

康の保持・増進，基本的

生活習慣の確立に努め 

る。 

 

①体力づくりと健康の保持・増進に努める。                    【重点目標８】 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

個々の実態や発達段

階をおさえながら

日々の支援，指導を

積み重ねてきたこと

により，児童がもつ

能力や可能性を伸ば

すことができた。し

かし，より一人一人

に応じたきめ細かな

指導をしていくに

は，限られた人員・

環境の中でどのよう

な改善や工夫が必要

か，学部全体で検討

していきたい。 

 

②基本的生活習慣の確立を図る。                                 【重点目標８】 

 

Ｂ 

 

③児童の実態に応じた指導内容の吟味と支援の工夫に努める。        【重点目標３】 

 

Ａ 

 

④障害の特性に応じた個別の指導計画を活用し，指導に活かしていく。 【重点目標３】 

 

Ｂ 

 

⑤担任や，友達と相互にかかわり合いながら，より質の高い豊かな生活を目指す。                                     

【重点目標６】 

 

Ｂ 



 

第１

学年 

 

 

 

活動を通していろいろな

ものへの興味・関心の幅 

をもたせ，楽しんで自分 

から活動しようとする意

欲や主体性を育む。 

 

 一人一人の子どもの興味・関心や発達段階を考慮した学習内容や教材の工夫，適切な支

援に努める。                                                        ① ③ 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より一人一人に応じ

た指導を考えるとき

には，教員の人数が

不足している。より

良い指導を行うため

には，教員の増員を

望む。 

普段から，児童との

コミュニケーション

を丁寧に行うこと

で，児童の意思表示

など伝える気持ちが

高まってきた。また，

子ども同士のかかわ

りも育ってきた。引

き続き，大切にして

いけると良い。 

 

教師や友達との関わり合

いを豊かに育てながら，

人や物に働きかける力を

育む。 

 

教師や友達との楽しい経験を積み重ねながら共感関係を育て，子どもたちが自ら進んで

活動する意欲をもたせるような工夫をする。                      ①③                                               

 

 

Ａ 

 

豊かな感情を育み，自分

の気持ちや要求を言葉や

身振りで伝える力を高め

る。 

 

一人一人の発達課題や，障害の特性を考慮した適切な働きかけや指導を進め，それぞれ

の目標達成ができるようにする。                                 ② 

                                                                    

 

 

Ａ 

 

一人一人に応じた基本的

生活習慣の確立を図る。 

  

家庭との連携を密にし，保護者の願いを大切にしつつ，子どもの発達段階に沿った取り

組みがともにできるようにする。                                          ② 

 

 

Ａ 

 

第２

学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な活動をとおして興

味・関心の幅を広げ，楽 

しんで自分から活動しよ

うとする意欲や主体性を

育む。 

 

一人一人の子どもの興味・関心や発達段階を考慮した学習内容や教材の工夫，支援の仕

方の工夫に努める。                                                      ③ 

 

 

Ｂ 

 

 

Ａ 

・子どもの興味，関

心を引くような教材

の工夫に努めたが，

体育などでは，実態

の差が大きいので，

学習形態などの工夫

が必要であった。 

・子ども一人一人の

気持ちを大切にしな

がら共感し，表現す

る方法を工夫して取

り組んできた。一人

一人が様々な表現で

自分の気持ちを伝え

られるようになって

 

教師との共感関係を豊か

に育てながら，人や物に

働きかける力を高める。 

 

教師と一緒に楽しく活動し，喜びを共有し合うことで，子どもたちがいろいろな活動に

自分から楽しんでやりたいと思ったり，人と一緒に活動する楽しさを感じとったりでき

るように努める。                                                     ③⑤ 

 

 

 

Ａ 

 

豊かな感情を育み自分の

気持ちや要求を言葉や身

振りで伝える力を育む。 

 

一人一人の発達段階や，障害の特性を考慮した「個別の指導計画」をもとに，適切な働

きかけや指導を進め，それぞれの目標が達成できるようにする。         ③④⑤ 

 

 

Ａ 



 

一人一人に応じた基本的

生活習慣の確立を図る。 

 

連絡帳や，面談，電話連絡等で家庭との連携を密にし，保護者の願いを大切にしつつ，

子どもの発達段階に沿った取り組みが共にできるようにする。                 ② 

 

 

 

Ａ 

きつつあるので，更

に工夫しながら指導

していきたい。 

 

第３

学年 

 

様々な活動を通して，興

味・関心の幅を広げ，楽

しんで自分から活動しよ

うとする意欲や主体性を

育む。 

 

一人一人が学習の喜びと，充実感を感じられるように子どもの興味・関心や発達段階を

考慮した学習内容や，教材の工夫に努める。                              ③⑤ 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

今年度は子どもの発

達段階に応じた指導

が徹底できた。来年

度も今と同じ質の教

育を保障するために

は、現在と同じ教員

の人数が必要。 

コミュニケーション

については、学年の

テーマとして取り組

んだ結果、要求や気

持ちを伝える力が育

ってきている。来年

度も継続して取り組

んでいきたい。 

 

友達や教師とのかかわり

合いを豊かにし，集団と

しての意識を高める。 

 

子どもたち一人一人が明るく楽しく活動できるクラスづくりに努めると共に集団性を意

識した学習活動を大切にする。                                            ③⑤ 

 

 

Ａ 

 

豊かな感情を育み，自分

の気持ちや要求を伝える

力をつける。 

 

一人一人の発達課題や，障害の特性を考慮した適切な働きかけや，活動をすすめ，それ

ぞれの目標が達成できるようにする。                                     ③⑤ 

 

Ａ 

 

一人一人に応じた基本的

生活習慣の確立を図る。 

 

家庭との連携を密にし，保護者の願いを大切にしつつ子どもの発達課題に沿った課題に

取り組む。                                                     ②④ 

 

Ａ 

 

第４

学年 

 

心身の健康の保持・増進

を図る。 

 

一人一人の発達課題や，障害特性を考慮した適切な指導支援を進め，それぞれの目標が

達成できるようにする。                                                 ① 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

きめ細かな観察とと

もに認知プログラム

も導入し、発達課題

や障害特性に応じた

働きかけをすること

がある程度できた。

また、一人一人の好

きな物や学習課題等

をイメージしながら

内容や教材を構成す

るよう努めた。 

しかしながら、重度

重複障害を持った児

童が多い実態から考

 

友達や教師とかかわり合

いを大切にし，豊かな感

情を育てるとともに，集

団の一員としての意識を

高める。 

 

担任間や，家庭及び医療との連携を大切にし，児童の発達課題に沿った支援を共働して

行う。                                                                ①④ 

 

 

Ｂ 

 

見分ける力・聞き分ける

力・コミュニケーション

の力を育てる。 

 

児童が充実感を感じられるように，学習内容や教材場面設定などの工夫に努める。 ③ 

Ｂ 



 

個々に応じた基本的生活

習慣の確立を図る。 

 

楽しく安心できるクラスづくりに努め，児童が主体的にのびのびと行動できるようにす

る。                                                                  ② 

 

 

 

 

 

Ｂ 

えると可能性を引き

出すための人手が足

りない点を痛感せざ

るを得なかった。安

全確保だけで精一杯

の時間帯も多々あっ

た。 

医療機関との連携は

かなり達成できた。

保護者との連携も一

層密にし、支援を高

めていきたい。 

 

第５

学年 

 

様々な活動を通して，興

味・関心の幅を広げると

共に，友達や教師とのか

かわりを豊かにし，集団

的な活動に発展していく

ようにする。 

 

一人一人の発達課題や障害の特性を考慮した適切な働きかけや指導を進め，それぞれの

目標が達成できるようにする。                                           ③⑤ 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・美養祭の発表や校

外学習など，それぞ

れの実態に応じた目

標を設定して行っ

た。 

・主体的に行動でき

るように実態に合っ

た支援を工夫して取

り組んだ。 

・個に応じたコミュ

ニケーションを引き

出す場面を意図的に

設定するなど共通理

解を持ってすすめる

ことができた。 

・担任間での話し合

いをすることで，児

童の共通理解を図り

ながら，支援を行う

ことができた。 

・医療機関に医療相

談に行くなど連携し

て行うことができ

 

明るくて楽しく，安心できるクラスの雰囲気づくりに努め，児童が主体的に伸び伸びと

行動できるようにする。                                                   ⑤ 

 

Ａ 

 

豊かな感情を育て，個に

応じたコミュニケーショ

ンの力を育てる。 

 

学習の喜びと充実感を感じられるように，児童の意欲や期待を大切にしながら学習内容

や教材，場面設定等の工夫に努める。                                      ③⑤ 

 

Ａ 

 

個々に応じた基本的生活

習慣の確立及び健康の保

持・増進を図る。 

 

 

 

担任間の話し合いを丁寧に行い，子どもの発達課題に沿った指導を共通に進められるよ

うにする。                                                             ②③ 

 

 

Ａ 

 

家庭との連携を密にし，保護者の願いを大切にしつつ，発達課題に沿った取り組みがで

きるようにする。また，医療機関と連携を図りながら指導にあたる。           ①② 

 

Ｂ 



た。 

 

第６

学年 

 

児童の主体的な活動と，

児童同士のつながりを豊

かにし集団的な活動につ

なげていく。 

 

一人一人の発達課題や障害の特性を考慮した上で，適切な働きかけや指導を進め，それ

ぞれの目標が達成できるようにする。                                      ③⑤ 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

・担任間での話し合

いを密に行ながら，

個別の指導計画をも

とにした指導の充実

に努める。 

・視覚的に理解しや

すい教材や児童の活

動を多く取り入れた

学習活動の充実に努

める。 

・連絡帳・電話連絡・

個別面談を通して，

今後も保護者と共通

理解を図ることがで

きるよう努める。 

 

 

 

学習の喜びと充実感が得られるよう，活動への意欲や期待を大切にしながら，学習内容

や教材の工夫に努める。                                                 ③⑤ 

 

 

Ｂ 

 

豊かな感情を育て，個に

応じたコミュニケーショ

ンの力を育てる。 

 

担任間の話し合いを密にし，児童に対する働きかけや指導について共通理解を図る。 

                                                                      ③⑤ 

 

Ｂ 

 

基本的生活習慣の確立及

び健康の保持増進を図

る。 

 

家庭や医療機関との連携を密に図りながら，児童の発達段階に沿った取り組みができる

ようにする。                                                           ①② 

 

Ｂ 

 

中学

部 

 

一人一人の障害の状態

や，特性及び発達段階を

踏まえた学習指導の実践

に努め，意欲的に活動す

る生徒を育てる。 

集団生活や生活体験を通

して，それらへの関心を

高め，主体的に生活する

力を育てる。 

 

 

 

 

 

 

①個別の指導計画の活用，評価の工夫を通して一人一人の実態に応じた指導内容の精選

と 支援の工夫に努める。                                  【重点目標３】 

   

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

①より具体的な指導

内容の設定。 

 

②学年の生徒の実態

に添ったバランスの

とれた計画の設定。 

主体的に活動するこ

とができるための手

立てに基づいた実

践。 

③障害の重度重複化

に対応した教育課程

の検討。 

 

④今年度，見直しを

図った進路指導の方

 

 

②校外学習や，作業学習，総合的な学習の時間等の計画的な実施と指導内容・方法の工

夫に努め，社会生活に必要な基礎的知識・技能・態度の習得を図る。 【重点目標４】 

 

 

 

 

Ａ 

 

③障害の重度重複化・多様化に対応した指導法について研修を深め，自立活動を充実さ

せるとともに，教育課程等を検討する。                          【重点目標３】 

 

 

Ｂ 

 

④個に応じた基本的生活習慣や，作業態度の育成を図るとともに，施設や工場見学を含

 

Ａ 



む系統立てた進路指導の充実を図る。                            【重点目標４】 

 

針に添って実施す

る。 

⑤生徒の実態に応じ

た交流内容の吟味及

び検討。 

 

⑤生徒についての理解が深まるように地域や学校間での交流の充実を図る。 

                                                              【重点目標６】 

 

 

Ａ 

 

第１

学年 

 

個に応じて日常生活に必

要な基本的生活習慣及び 

身辺処理能力を高める。 

 

思春期の特性に配慮し，中学生らしい生活環境づくりに心がける。あいさつ，返事，身

だしなみ，整理整頓などの定着を図る。                                   ①④ 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

個別の指導計画に基

づき、保護者・担任

間の共通理解を図り

ながら、生徒個々の

目標達成に近づくた

めの支援・指導を進

めてきた。手だてに

工夫・改善は見られ

るが、さらに見直し

ていきたい。 

 

日常生活に必要な基礎的 

な学力を高める。 

 

障害等に関する理解を深め，個に応じた指導や支援の仕方を工夫する。     ①③ 

 

Ｂ 

 

様々な活動に参加し，互

いに認め合いながら，学

び合い，集団の中で生活

していく力を育てる。 

 

多様な集団形態を設定し，友達関係を広げながら，人とのかかわりを深め，協力する態

度を養う。                                                             ①② 

 

Ａ 

 

活動全般を通して，健康

な身体づくりと体力の向

上に努める。 

 

身体を動かす時間を多く設けるよう配慮し，身体づくりに努め，運動能力の向上を図る。 

                                                                       ① 

 

Ａ 

 

第２

学年 

 

日常生活に必要な基本的

生活習慣や身辺処理能力 

を高めるとともに，健康

的な生活が送れるように

する。 

 

個に応じたあいさつや返事，身だしなみ，整理整頓，健康などについて自分でできるこ

とを増やしていく。                                                    ①④ 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

本学年は、車椅子を

利用している生徒 2

名を含め障害が多種

にわたっている。今

後も生徒ひとりひと

りの実態に応じた指

導をしていくことが

必要である。 

日常生活に必要な基礎的

な学力や自然，社会への 

興味関心を高める。 

 

障害等に関する理解を深め，発達段階や特性に応じた指導ができるように支援の仕方の

工夫や教材・教具の工夫を図る。                                         ①③ 

 

Ａ 

 

様々な活動を通して，い

ろいろな人（友達，教師）

と豊かにかかわり合う力

を育てる。 

 

友達や教師とのかかわりを深められるように場の設定や言葉かけ等を工夫し，一人一人

がもっている力を高められるような学習活動の場の設定に配慮する。         ①②                                            

 

Ａ 



 

第３

学年 

 

 

 

 

個に応じた基本的生活習

慣の確立を図るとともに 

健康的な生活が送れるよ

うにする。 

 

生徒一人一人の障害や課題を考慮した適切な支援や指導を進め，一人一人の目標が設定

できるようにする。                                                     ②④ 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

本学年は自閉的傾向

の生徒が多いため，

高等部進学の次年度

は落ち着いた環境作

りが求められる。集

団を意識して行動す

る力や他者に働きか

ける力が，徐々には

ぐくまれてきてい

る。引き続き支援し

たい。 

 

様々な活動を通して，人

や物に興味関心をもち，

課題や活動に意欲的に取

り組めるようにする。 

 

保護者との連携を密にし，生徒の実態と課題について共通理解を図りながら，指導を進

める。                                                                  ④ 

 

 

 

Ａ 

 

日常生活に必要な基礎的 

な学力を高める。 

 

友達や教師とのかかわりを楽しみながら，集団生活の中で，それぞれの生徒が力を高め

ていけるような学習活動を工夫する。                                       ① 

 

Ｂ 

 

訪問

教育 

 

心身の健康の維持増進を

図る。 

一人一人の疾病や傷害の

特性，発達段階や生活環

境を踏まえて生活経験の 

拡大に努め，社会性を養

う。 

 

 

 

 

 

健康状態の適切な把握と保護者や医療機関との連携を図る。                    ① 

Ｂ  

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

保護者からの聞き取

りや医療相談を通し

て，連携に努めた。 

次年度においても，

身体の状況などは

日々変化しているの

で，医療相談におけ

る情報交換を行える

と良い。時期につい

ては，できるだけ早

い時期に行えると良

 

学習中のポジショニングの工夫                                             ③ 

 

Ａ 

 

身近な人や，事物・事象とのかかわりを意識して生活経験の拡大，及び社会生活を意識

し指導内容の作成と実践に努める。                                        ① 

 

 

Ａ 



 

 

児童生徒一人一人の疾病や障害の特性，また，発達段階の他，生活環境に応じた指導内

容の選択と指導方法の工夫に努める。また，進路について考える機会も設ける。（中学

部訪問）                                                                ③ 

 

 

 

 

 

Ｂ 

い。 

 

各児童・生徒の発達

段階や生活環境に応

じて，教材・教具の

工夫をすることがお

おむねできたと思わ

れる。 

スクーリングについ

ては児童・生徒の体

調や内容を吟味し，

推進する事ができ

た。 

しかし，実施が難し

かったこともあるの

で，手紙や作品作り

など所属する学年と

の連携を図りなが

ら，間接的に交流を

もつ機会を増やして

いきたい 

 

集団生活への参加（スクーリング）や社会生活への参加を意識して活動する。    ① 

 

Ｂ 

 

高等

部 

 

一人一人に応じた社会自

立に必要な生活能力を身

につけさせ，将来社会の

一員として生きがいをも

ち生活できる力を育成す

る。 

 

 

 

 

 

①発達段階や，特性に応じた学習形態や学習グループの編成，指導内容・方法の工夫と

実践に努める。                                               【重点目標３】 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

①コース制の導入に

伴い発達段階に応じ

た教育課程を取り入

れ，指導の実践に努

めた。また，指導内

容・方法の工夫につ

いて学部全体の課題

として研修に取り組

んだ。 

②③実習に際に企業

の方の協力を得るこ

とができた。次年度

 

 

②進路指導部との連携を図りながら，個に応じた職業科の展開を図るとともに，地域人

材の有効的な活用を検討する。                                 【重点目標４】 

 

 

Ｂ 

 

③就労や，卒業後の生活につながる体験学習や作業学習，校外学習を計画的に進める。 

                                                          【重点目標４・６】 

 

Ａ 



 

 

④生徒の実態に合った活動内容の検討と継続した交流活動の推進を図る。                 

【重点目標６】 

 

 

Ａ 

は継続的な活用に努

めたい。 

④同年代との交流活

動を年２回実施。 

 

 

⑤栄養教諭の協力を

得て，各学年，コー

スに応じた栄養指導

を実施 

 

⑤ 健康の保持増進に向け，運動の時間の確保と部活動の充実に努めるとともに，食育に

関する指導を取り入れる。                  【重点目標２・８】 

 

 

Ａ 

 

第１

学年 

発達段階や特性に応じた

学習形態や，学習グルー

プの編成，指導内容・方

法の工夫と実践に努め

る。 

 

課題別学習（国語・数学）等では，４つのグループに，体育は学部縦割り３グループに

生徒の実態を的確に見極め，配置し指導を継続して行う。                      ① 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

第一学年はコース制

ではないので、学年

独自で時間割り等が

組みやすかった面が

あり、指導内容・方

法も柔軟に展開する

ことができた。その

結果、進路指導、地

域の人材活用、校外

学習、体験学習など

も、個々の生徒の実

態に合わせて提供で

きたものと思われ

る。今後、細かい点

についてさらに見直

していけたら良い。 

進路指導部との連携をと

りながら，個に応じた職

業科の展開を図るととも

に，地域人材の有効的な

活用方法を検討する。 

 

職業科の学習は，学年・学級で系統立てて行い，来年度以降のコース制に向けての導入

としていく。                                                          ①② 

 

 

Ａ 

就労や卒後の生活につな

がる体験学習や作業学

習，校外学習を計画的に

進める。 

 

総合的学習，職業，生単の授業などを通じて，卒業後の生活を考える手立ての一つとし

て校外学習，校外実習等を活用していく。                                   ③ 

                                                                               

 

Ａ 

生徒の実態に合った活動

内容の検討と継続した交

流活動の推進を図る。 

 

 多くの人々とのかかわり，豊かな人間性を育むために，学校間交流活動，地域交流活動

事業，スクールサポーター制度等を活用していく。                            ④ 

                                                                               

 

 

Ａ 

 

第２

学年 

一人一人の発達課題や障

害の特性に応じて，将来

の社会生活に必要な基礎

的・基本的な知識や技

能・態度を身につける。 

 

個別の指導計画の目標を明確にし，各コース毎の実態に応じたグループ編成や，形態を

工夫し，個に応じた学習を取り入れる。                                    ① 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

各コース毎の計画に

より、実態に応じた

学習が実践され、そ

れぞれの成果が表れ

ている。 

クラス担任と各コー卒業後の社会自立・参加   



に向けて積極的に社会参

加しようとする意欲や態

度を育てるとともに，進

路指導の充実を図る。 

一人一人の実態を正確に把握しコース毎の職業学習や現場・校内実習または，生活単元

学習の中で，社会生活に必要な力を身に付ける。                           ②③ 

 

Ａ 

 

 

 

Ａ 

ス担当者、進路指導

主事及び保護者との

連携により、進路に

関する情報を共有し

指導に生かすことが

できた。 

トレーニング、体育

などを通して体力の

向上と気持ちの安定

が図れている。 

 

健康の保持増進に向け運

動の時間の確保と部活動

の充実に努めるとともに 

食育に関する指導を取り

入れる。 

 

一人一人の障害の状態や発達段階に留意しながら，体育の学習やトレーニング，部活動

を行い，基本的な生活習慣の獲得，体力の向上が図れるようにする。          ①⑤ 

 

 

Ａ 

 

第３

学年 

 

健康や安全に留意し基本

的な生活習慣の確立及び

健康の増進と体力の向上

に努める。 

 

 一人一人の障害の状態や，発達段階に留意しながら，基本的な生活習慣の習得，体力の

向上が図れるようにする。                                             ①⑤            

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

・朝のトレーニング、

体育などを通して体

力の向上と気持ちの

安定が図れた。 

・実態に応じてそれ

ぞれの課題に即した

学習や実習がおこな

われた。 

・学習だけではなく、

余暇の過ごし方を学

んだり、調理や実験

などからも集団生活

での態度やコミュニ

ケーションの力をみ

につけることができ

てきている。 

 

生徒一人一人の実態を的

確に把握し，教育的ニー

ズに応じた指導や現場実

習の充実を図り，移行支

援につなげていけるよう

にする。 

 

 生徒一人一人の実態を的確に把握し，個々の課題に即した学習内容を設定する。実習先

や，保護者との連携を密にしてスムーズに移行支援ができるようにしていく。   ①③ 

 

 

 

Ａ 

 

将来の生活に必要な基礎

的な知識や技能・態度，

コミュニケーションの力

を身につけるようにす

る。 

 

それぞれの社会自立に向けて，基本的知識や，技能・態度の習得が図れるようにすると

ともに，集団生活の中で自主的に活動できるよう，様々な場面において指導するように

努める。                                                            ①②             

 

 

Ａ 

   ※評価基準： Ａ：十分達成できている Ｂ：達成できている Ｃ：概ね達成できている Ｄ：不十分である Ｅ：できてない 

 

    ※学年の欄の番号は，各学部の具体的方策にリンクしている。 

 


